
中間評価の方法 

■中間評価の目的 

・計画の進捗状況を確認する。 

・必要に応じて計画を見直して、より効果的に推進する。 

・推進者やスタッフで意識の共有をする。 

 

■評価の枠組み  

健康市民おかやま２１の体系図に基づき、「重点目標」の達成度に対する評価、「生

活習慣病予防に必要な６分野」の成果の評価、「地域での推進体制」の評価それぞれ

を行ないました。 

評価をするうえで、結果（アウトカム）だけを評価するのではなく、これまでの取

り組みの経過（プロセス）やその影響（インパクト）を評価することにも重点を置き

ました。 

 

•健康診査で血圧が高値の人の割合の減少
•健康診査で総コレステロールが高値の人の割合また
は善玉コレステロール(HDL)が低値の人の割合の減少

•健康診査で血糖が高値の人の増加割合の抑制

すべての市民が健康で自分らしく生きる

栄養・食生活

身体活動・運動

休養・
こころの健康づくり

たばこ

アルコール

歯の健康

地域連携の健康づくり市民の主体的な健康づくり
目標値と実践項目設定の

健康づくり

生活習慣病予防に必要な6分野

健康を自覚
できる人の増加

働き盛りの
中核世代の
健康増進

元気な高齢者
の増加

介護を必要
とする人の
増加抑制

重点目標

基本方針

評価評価評価評価

評価評価評価評価

評価評価評価評価

健康市民おかやま２１ 体系とその評価ポイント 
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■評価指標 

・指標の構造 

生活習慣や
行動の指標

健康的な生活習慣の実施状況，健診の受診

コミュニケーション（個人間，組織間）や社会参加の状況

学習の指標
知識や態度（信念，価値観）
健康づくりの技術
コミュニケーションの技術

住民組織等の活動状況
社会資源へのアクセス
健康を支援する環境の整備

保健活動の質と量 保健活動の回数，参加者数，関係機関との連携，住民参画

関係性

の指標

地域の

活力

文 化

伝 統

家族や周囲のサポート

地域の連帯

組織・資源

環境の指標

健康指標 健康寿命，死亡率や
有病率，有訴率

保健活動の評価指標の構造 （地域）

基盤整備の指標 マンパワーや施設の整備，協議会等の設置，制度づくり

安心して暮らせる継続可能な地域社会

住民のQuality of Life（生活満足度や生きがい，エンパワーメント）

社会保障給付費（医療費，介護給付費）

人口動態統計

基本健康診査データ

健康市民おかやま２１推進宣言登録事業

健康市民おかやま２１推進宣言登録事業

活動団体データベース

栄養成分表示の店登録

禁煙・分煙施設登録

基本健康診査データ

基本健康診査データ

ものさし

市民アンケート

市民アンケート

ものさし

ものさし

活動団体データベース

市民アンケート

各組織・推進会議の
活動内容

各組織・推進会議の推進体制

事業所アンケート

飲食店アンケート

市民アンケート

活動団体データベース

国保データ（医療費）

市民アンケート

 
 健康市民おかやま２１ 評価指標の構造 

 

健康市民おかやま２１の評価に使用するデータを、保健活動の評価指標の構造※に

あてはめて、どの指標として使用するかをあらわしたものです。既存のデータや、新

たに得たデータを利用して、すべての指標を網羅できるようにしました。 

※保健活動の評価指標構造（『ここまで進んだ健康日本２１の推進（市町村版）』より

引用） 

 

■評価体制 

・評価のための検討会開催 

中間評価を控え、健康市民おかやま２１推進会議委員、保健所、保健センタースタ

ッフを対象に、評価のための検討会を平成 18 年 11 月に開催しました。中間評価の

進め方や評価指標についての案の提示や、評価の考え方について学識経験者による講

演を行いました。 

 

・評価部会の設置 

市民、専門家、公民館、保険者、学識経験者らで構成し、健康市民おかやま２１の

進捗管理、評価を行う部会を平成 18 年 12 月に設置しました。 

平成 18、19 年度は種々のデータをもとに中間評価を実施し、その結果をもとに

今後の方向や重点目標を決定しました。 
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